
建築と子どもたち２０１６
子どもたちがつくる京都の家

日時：平成28年8月6日（土）
会場：元・立誠小学校

講師：日本建築家協会 近畿支部 京都地域会（JIA）所属の建築家 萬野光雄 他７名
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■参加者の声～アンケートより

・物を作ることが好きなので、すごくイキイキと作業している様子が見られてうれしかったですし、上手にサポートしていただ

きました。ありがとうございました。

・立体造形ができて、子どもの完成時の満足度がかなり高かった。

■「京都の家」の特徴

京都には、さまざまな家が存在するが、代表格である京町家

は、以下のような特徴を持っている。

・奥に細長い平面プランで、中庭や坪庭がある。

・通りに面して格子があり、格子は職業によってその形が異な

り、風通しや採光に優れている。

・中庭や坪庭は家の真ん中に作られていて、夏に打ち水をする

と暑い表通りとの温度差で、家の中に風を呼び込む。

このように、京町家には暑い京都の夏を乗り切るいろいろな

工夫がされている。また京都市内には古い家だけでなく現代の

家も多く、様々な形状の家々がある。

【「京都の家」の設計と模型製作】

子どもたちを学年ごとに7つのグループに分け、各グループに

JIA所属の建築家とボラティアスタッフ（建築専攻の学生等）を

配置した。子どもたちは，宿題でイメージした「京都の家」を

もとに、JIA所属の建築家やボラティアスタッフと話し合いなが

自主企画
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ら設計図を書いた。設計が終わると、その設計図に従い、約4時

間半をかけてそれぞれが考える京都の家の模型を制作した。模

型の敷地サイズは、24×33cm。

【講評会】

子どもたちに、自分が制作した京都の家のコンセプトや特徴

を発表してもらった。発表内容の中には、「夏は蒸し暑い京都

なので縁側を作り、風通りをよくし、屋上緑地を作った」、

「京都と言えば銀閣寺や金閣寺のようなお寺が多い地域なので、

お寺のような家を作った」等があった。子どもの発表後には、

JIA所属の建築家が「建築家が悩む『現代と昔の調和』を、子ど

もたちも悩んでいて、その視点を持っていることに感心しまし

た」と子どもを指導した感想を発表した。

レクチャーを聞く子どもたち 宿題の例

夢中で設計する子どもたち 模型づくりの様子①

模型づくりの様子② 講評会の様子 作品のまとめ


